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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
７
９
．

２
９
歳
、
女
性
が
８
６
．
０
５
歳
（
平
成
20

年
厚
生
労
働
省
簡
易
生
命
表
の
結
果
）
で
過

去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
高
齢
者
世

帯
の
半
数
以
上
が
収
入
は
公
的
年
金
の
み
と

答
え
て
お
り
、
年
金
は
老
後
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
年
金
に
は

国
庫
負
担
（
税
金
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法
律
改
正
に

よ
り
、
平
成
21
年
４
月
以
後
の
加
入
期
間
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
分
の
１
か
ら
２

分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
国
民
年
金

が
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
25
年
の
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

未
納
や
免
除
に
該
当
す
る
の
に
申
請
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
老

齢
基
礎
年
金
に
含
ま
れ
る
国
庫
負
担
を
受
け

る
大
切
な
権
利
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
免
除
制
度
が

利
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
市
役
所
年
金
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
発
生
す
る
次
の

方
に
は
「
裁
定
請
求
書
」
が
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

q　

60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
（
年
金
を
受
け
取
る
権
利
）
が
発

生
す
る
方
に
対
し
、
60
歳
に
到
達
す
る
３

か
月
前
に
本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

w　

65
歳
に
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年

金
（
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
加
入

期
間
が
あ
る
方
）
の
受
給
権
が
発
生
す
る

方
に
対
し
、
65
歳
に
到
達
す
る
３
か
月
前

に
本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

e　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
年
金
の

決
定
が
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
、
65
歳

に
到
達
す
る
３
か
月
前
に
本
人
あ
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

な
ぜ
年
金
支
給
年
齢
の
３
か
月
も
前
に

「
裁
定
請
求
書
」
が
送
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　
「
裁
定
請
求
書
」
を
年
金
支
給
年
齢
の

３
か
月
前
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

の
は
、
年
金
の
請
求
を
行
う
方
の
中
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
記
録
の
確
認
が
必
要
な
方
や

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
方
に
つ
い
て
記
録
確
認
・

整
備
に
要
す
る
期
間
と
し
て
、
３
か
月
程

必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

（
注
意
）
裁
定
請
求
書
が
届
い
て
も
、
手
続

き
が
で
き
る
の
は
、
誕
生
日
の
一

日
前
か
ら
で
す
。
そ
れ
よ
り
前
に

と
ら
れ
た
戸
籍
等
は
無
効
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

手
続
き
は
ど
こ
で
行
い
ま
す
か
？

Ａ　

１
号
期
間
の
み
の
方
（
自
営
業
者
等
）

の
受
付
は
、
市
役
所
年
金
課
で
行
い
ま
す
。

２
号
期
間
（
会
社
員
、
公
務
員
等
）
の
あ

る
方
及
び
３
号
期
間
（
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
あ
る
方
の

請
求
先
は
社
会
保
険
事
務
所
で
す
。
※
公

務
員
期
間
の
み
の
方
の
請
求
先
は
各
共
済

組
合
で
す
。

Ｑ　

年
齢
に
達
し
て
い
る
の
に
「
裁
定
請
求

書
」
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
？

Ａ　

住
所
変
更
等
に
よ
り
届
か
な
い
場
合
は

別
様
式
の
「
裁
定
請
求
書
」
で
請
求
が
可

能
で
す
。
又
、
受
給
資
格
が
な
い
か
、
確

認
で
き
な
い
場
合
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

代
わ
り
に
「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
が
届
き
ま
す
の
で
、
受
給
資
格

に
つ
い
て
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

基
礎
年
金
に
は

　

国
庫
負
担（
国
の
税
金
）が

含
ま
れ
て
い
ま
す

基
礎
年
金
に
は

　

国
庫
負
担（
国
の
税
金
）が

含
ま
れ
て
い
ま
す

年
金
の
裁
定
請
求
に
つ
い
て

年
金
の
裁
定
請
求
に
つ
い
て

　

９
月
21
日
の
敬
老
の
日

は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

く
し
て
き
た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛

し
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

　

そ
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い
る
の

が
公
的
年
金
で
す
。
今
の
あ
な
た
の
保
険

料
納
付
が
現
在
の
高
齢
者
、
そ
し
て

将
来
の
あ
な
た
自
身
の
年
金
を
支

え
て
い
ま
す
。


